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報道関係者各位 

エコマーク「ホテル・旅館」の 

認定ホテルが誕生しました 

(財)日本環境協会 エコマーク事務局 (住所：東京都中央区、理事長：森嶌 昭夫)では、エコマ

ーク商品類型 No.503「ホテル・旅館 Version1」認定基準において、初の認定宿泊施設が誕生し

ましたので、お知らせします。 

◇ホテル・旅館のエコマークについて 

ホテル・旅館は、海外からの利用者も多く、また一昨年の東日本大震災により、環境配慮への関

心も高まっています。海外では、ヨーロッパ、北欧、アメリカなどでエコマークと同様のタイプⅠ環境

ラベル機関によって多数のホテルが認定され、利用者の選択の目安とされています。日本において

も多くのホテル・旅館が行っている環境への取組みを可視化し、環境配慮が一目でわかるブランド

マークとしてエコマーク認定を開始いたしました。 

なお、エコマークでは、宿泊施設によって異なる設備の新旧や導入状況に応じて取組みが行える

よう、配慮した認定基準を設定しています。また、環境に配慮したライフスタイルの提案というエコマ

ーク事業の目的から、宿泊施設と利用者との環境コミュニケーションを重視しています。すなわち、

提供するサービスにおける環境面での情報、知識を利用者に積極的に伝えていくことにより、利用

者の環境意識を高め、環境に配慮した行動へとつながるような活動についても評価する認定基準と

なっています。 

 

◇ホテル・旅館に関する初の認定宿泊施設について 
このたび誕生した初の認定ホテルは、スーパーホテル LOHAS JR奈良駅です（認定日2012

年12月21日）。本ホテルでは、環境マネジメントシステムが構築されており、廃棄物削減・リサイク

ル、省エネ、節水、グリーン購入などの基本的な要件に加えて、利用者との環境コミュニケーション

についても基準を満たすホテルであると認定されました。環境コミュニケーションについては、ホー

ムページから予約すると宿泊時の CO2排出量の 50%をカーボンオフセットする「エコ泊」キャンペ

ーンや、連泊時の清掃不要の申し出、部屋の歯ブラシ返納、マイ箸の持参に対して景品を進呈する

「エコひいき」活動など、宿泊を通して利用者がエコに貢献できる活動が評価されました。 
 

認定基準などは、エコマーク事務局ホームページで公開しています。

（http://www.ecomark.jp/service/hotel.html） 
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